
                      　次の記述ア～ウはそれぞれ，ある金属の性質や用途に関する記述である。記
述と金属の組合せとして妥当なのはどれか。

ア．鉄よりも電気伝導率，熱伝導率が低い。軽量で強度，耐食性に優れることから，巨
大施設の屋根などにも用いられる。また，超伝導材料や形状記憶材料などに用いら
れる。酸化物は防菌・防臭用の光触媒として用いられる。

イ．鉄よりも標準電極電位が低く，鋼板の防食材料に用いられるほか，乾電池の負極材
料にも用いられる。融点が低く加工しやすいことから，鋳造品用の合金材料などに
用いられる。

ウ．面心立方格子の結晶構造をとり，融点は鉄と同程度で，耐食性に優れ，強磁性を示
す。ステンレス鋼のほか，電熱線，形状記憶材料，電池の正極材料などに用いられ
る。

ア イ　　ウ
１．Al　　Sn　　Ni　
２．Al　　Zn　　V　
３．Ti　 　Sn　　W　
４．Ti　 　Zn　　Ni　
５．Ti　 　Pb　　V　

【Ⅰ種・環境化学・食品衛生（旧総合化学）　例題１】



                           ア～エの化合物の混合物をエーテルに溶かし，図の操作方法に従って分離し
た。図中の（A）～（D）に分離される化合物の組合せとして妥当なのはどれか。

（A）　 （B）　 　（C）　 　（D）
１．  イ　 ウ エ  　ア
２．  イ　 エ ア  　ウ
３．  イ　 エ ウ  　ア
４．  エ　 イ ア  　ウ
５．  エ　 イ ウ  　ア
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【Ⅰ種・環境化学・食品衛生（旧総合化学）　例題２】



                      　食品の製造工程に関する次の記述のうち，正しいのはどれか。

１．インスタントコーヒーの製造において，コーヒー抽出液を濃縮する際，蒸発濃縮
より凍結濃縮の方が，香気成分の損失を抑えることができる。

２．パンの製造において，発酵時に麹菌の作用により炭酸ガスが生地中に生成する。
３．魚肉ソーセージは，豚脂，香辛料などを加えた魚肉すり身に，さらに寒天を加え，
そのゲル化能を利用して，ケーシング内で固めたものである。

４．冷凍うどんは，茹で麺を緩慢凍結することで，茹で上げ直後の状態を維持したま
ま，冷凍保存できる。

５．マーガリンは，油脂とその他の原料を乳化した後，冷却して製造する。冷却完了
後には，固形脂の粒子が水からなる連続相に分散した状態になる。

【Ⅰ種・環境化学・食品衛生（旧総合化学）　例題３】




